
平成２４年４月１２日
奈 良 県 教 育 委 員 会

１ 平成２４年４月人事異動の概要について

１ 教職員人事異動方針
教育に対する県民の期待と要望にこたえ、学校教育の一層の進展を期するため人事行政

の秩序を保ち公正にして適切な人事異動を行う。
(1) 各学校の教職員組織の充実と均衡を図るため、全県的立場にたって適材を適所に配置

する。
(2) 教職員の経験を豊かにし、気風の刷新を図るため、同一校長期勤務者の解消に努める｡
(3) 児童・生徒の指導の充実強化を目指し教員の特性、経験を生かす異動に努める。

２ 平成２４年４月教職員人事異動の重点項目
【小・中学校】
(1) 小・中学校間及び小・中学校と特別支援学校間との校種間交流並びに他県及び国・

私立学校との人事交流の積極的な推進
(2) 管理職及び県教育委員会事務局指導主事等への若手教員の登用
(3) 女性管理職の積極的な登用
(4) 同一校における１０年以上の長期勤務者の解消及び新規採用教員については３年以

上６年以内の積極的な異動（平成２６年４月までに長期勤務者割合を５％台に）
【県立学校】
(1) 高等学校における地域間及び学科間の異動並びに他県との人事交流の推進
(2) 特別支援学校における新規採用から３年以上６年以内の異動や異校種間人事交流の推進
(3) 管理職及び県教育委員会事務局指導主事等への若手教員等の登用

３ 異動件数(退職者含む)

小・中学校 県 立 学 校 事 務 局 合 計

異動件数 １,１９９ ４６２ １０３ １,７６４

校 長 ７５ １３ ８８
退

内 教 頭 ２２ １１ ３３

一 般 ３０２ １１６ ６ ４２４
職

訳 計 ３９９ １４０ ６ ５４５

異 動 ８００ ３２２ ９７ １,２１９

前 年 度 １,１９８ ４５７ １４１ １,７９６

増 減 ＋ １ ＋ ５ △ ３８ △ ３２

４ 異動件数の推移

小・中学校 県 立 学 校 事 務 局 合 計

平成24年４月 ８００ ３２２ ９７ １,２１９

平成23年４月 ８４１ ３２５ １２６ １,２９２

平成22年４月 ８０５ ３３６ ８０ １,２２１

平成21年４月 ７４６ ４２７ ９８ １,２７１

平成20年４月 ７６２ ４７５ １２９ １,３６６



５ 年齢別退職者数

小・中学校 県 立 学 校 事 務 局 合 計

６０歳 １７３ ８５ ５ ２６３

５９歳以下 ２２６ ５５ １ ２８２

合 計 ３９９ １４０ ６ ５４５

前 年 度 ３５７ １３２ １５ ５０４

増 減 ＋ ４２ ＋ ８ △ ９ ＋ ４１

６ 校長・教頭への昇任
( )内は女性で内数

(1) 新校長
小 中 県 立 計

４９(10) ２２(2) １３(0) ８４(12)

前 年 度 ４５(4) ２２(1) １１(0) ７８(5)

増 減 ＋ ４(＋6) ± ０(＋1) ＋ ２(±0) ＋ ６(＋7)

(2) 新教頭
小 中 県 立 計

５２(5) ３４(1) ２３(3) １０９(9)

前 年 度 ５０(3) ２７(2) １３(3) ９０(8)

増 減 ＋ ２(＋2) ＋ ７(△1) ＋１０(±0) ＋１９(＋1)

７ 主な特徴
異動件数(退職含む)については、小・中学校が１,１９９件、県立学校が４６２件、

事務局が１０３件で総数は１,７６４件となり、昨年と比して３２件の減となった。

(１) 長期勤務者の解消

学校教育の活性化を図るため、同一校１０年以上の長期勤務者の解消に努め、その

結果、小・中学校では、昨年と比して１．８ポイント減の４．７％となった。

(２) 新規採用教員の３年以上６年以内の積極的な異動

小・中学校における新規採用から同一校で６年以上の勤務する者の割合は、昨年と

比して１．１ポイント減の１．３％となった。

(３) 管理職・事務局指導主事等への若手教員の登用

小・中学校の教頭に昨年と比して１１名増の１４名(最年少：平群南小学校教頭４２

歳)、県教育委員会事務局に３０歳代３名を含む２５名、さらに、市町村教育委員会事

務局には１６名の若手登用を行った。

(４) 女性管理職の登用(昇任)
小・中学校の女性管理職には１８名を登用(昇任)し、女性管理職数は５３名（対前

年３名増）となった。県立学校では、３名を登用(昇任)し、女性管理職数は１０名
（対前年１名増）となった。全管理職に占める女性の割合は、小・中学校が８．６％
（前年８．０％）、県立学校が９．８％（前年８．８％）となった。

(５) 他県及び国公私立学校との人事交流の促進

教員の経験と視野を広げ、公立学校の活性化を目指し、三重県・和歌山県との三県
交流や、奈良教育大学附属中学校、奈良女子大学附属小学校・中等教育学校、大和高
田市立高田商業高等学校、一条高等学校との交流を行った。また、今年度から新たに
奈良学園中学校、東大寺学園中学校との人事交流を行い、交流数は昨年と比して１７
件増の計３１件となった。



２ 平成２４年度奈良県公立学校教職員新規採用者数

１ 校種別

校 種 職 種 平成２４年度 平成２３年度 増 減 備 考

教 諭 ２４２ ２１９ ＋２３

小学校 養護教諭 ４ ５ －１

栄養教諭 ３ ２ ＋１

教 諭 １４３ １２８ ＋１５ 国25,社19,
数24,理25
音3,美2,

中学校 保体15,技3
家2,英25

養護教諭 ６ ３ ＋３

栄養教諭 ０ １ －１

教 諭 １１４ ９３ ＋２１ 高等学校80
特別支援学校34

県立学校 養護教諭 ２ ２ ０

実習助手 ０ ０ ０

寄宿舎指導員 ０ ０ ０

小・中・高等学校事務職員等 ４ ５ －１

教 諭 ４９９ ４４０ ＋５９

養護教諭 １２ １０ ＋２

栄養教諭 ３ ３ ０

実習助手 ０ ０ ０
全 体

寄宿舎指導員 ０ ０ ０

事務職員等 ４ ５ －１

計 ５１８ ４５８ ＋６０

２ 男女別

校 種 採用数 男 昨年 女 昨年

小学校 ２４２ １０８（44.6%） 34.2％ １３４（55.4%） 65.8％

中学校 １４３ ８３（58.0%） 54.7％ ６０（42.0%） 45.3％

高等学校 ８０ ４９（61.3%） 61.8％ ３１（38.8%） 38.2％

特別支援学校 ３４ ９（26.5%） 44.7％ ２５（73.5%） 55.3％

養護教諭 １２ ０（0％） 0％ １２（100%） 100.0%

栄養教諭 ３ ０（0％） 0％ ３（100%） 100.0%

事務職員 ４ ０（0％） 0％ ４（100%） 100.0%

全 体 ５１８ ２４９（48.1%） 42.8％ ２６９(51.9％） 57.2%



(１)　「東日本大震災特別選考枠」について

(２)　採用者の状況

　　　①　校種別の状況 　③　対象地域別の状況

応募者数 受験者数 合格者数 採用者数 応募者数 受験者数 合格者数 採用者数

小学校 １７人 １３人 　　８人 ７人 青森県 － － － －

中学校 ２２人 １７人 　　８人 ５人 岩手県 － － － －

計 ３９人 ３０人 　１６人 １２人 宮城県 ７人 ５人 ３人 ２人

福島県 ３１人 ２４人 １２人 ９人

　　　②　男女別の状況 茨城県 １人 １人 １人 １人

栃木県 － － － －

応募者数 受験者数 合格者数 採用者数 千葉県 － － － －

男性 ２３人 １７人 　　９人 ８人 計 ３９人 ３０人 １６人 １２人

女性 １６人 １３人 　　７人 ４人

計 ３９人 ３０人 　１６人 １２人

　　　④　校種・教科の状況

国語 社会 数学 理科 英語

採用者数 ７人 −− １人 １人 ２人 １人 １２人

小学校
中学校

計

３　「東日本大震災特別選考枠」の採用者数

●「東日本大震災特別選考枠」　　［４０人程度（小学校２５人程度、中学校１５人程度）］
　

     東日本大震災により被災をされた県において、公立小中学校の教員採用が見
  合わされる等の状況が生じていることに鑑み、特に小中学校の教員を目指す方
  々の教員になり教壇に立つという夢を叶えることの一助とするとともに、被災者の
  就労支援にも繋がることから、「東日本大震災特別選考枠」を設定。

●「東日本大震災特別選考枠」応募者への配慮
    ①　通常２日間に渡る第１次試験を１日で実施
     ②　将来、地元への帰郷を希望する場合には、関係自治体と調整し実現を図
        るように努めます。

　　「東日本大震災特別選考枠」応募者数　　　３９人
　　　　　　　　　　　　　　　　　 受験者数　　　３０人
　　　　　　　　　　　　　　　　　 合格者数　　　１６人
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 採用者数　　　１２人
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